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序文（INTRODUCTION） 

このガイドラインの目的は、やや遅い増体タイプから中間タイプ、そして非常に遅い
増体タイプの生産方式に用いられる、すべてのハバード・プレミアム鶏種に適した基
本的な管理原則を提示することです。一般ブロイラーとは遺伝的および行動的な違い
があるため、若干調整された管理が必要であることを認識することが重要です。 

これらの鶏種が用いられる生産方式は、収容密度、最大許容日増体量、最低出荷日齢、
エンリッチメント、屋根付きフリーレンジへのアクセスなど、多くの点で異なる場合が
あります。これらの異なる条件は鶏の管理にも影響を及ぼします。たとえば、別のフリ
ーレンジエリアや屋外アクセスがあるシステムでは、鶏がフリーレンジエリアに出られ
る数日前に、鶏舎内の温度を外気温に合わせて調整する必要があります。 

鶏種、体重目標、生産方式の多様性から、このガイドラインですべての状況に対応し
た詳細を示すことはできません。そのため、栄養に関する推奨事項は別途作成してお
り、この「プレミアムチキン・ガイドライン」には含まれていません。 

しかしながら、すべての動物と同様に、育雛期における最適な管理は、頑健で均一な
鶏を育成するために不可欠です。そうすることで、鶏は自然な行動を発揮しつつ、植
物性タンパク質を効率的に肉へと転換し、非常に高い食味品質を実現することができ
ます。 

 
キーポイント（KEY POINTS） 
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>> 入 雛 前の 鶏舎 準備 ： 給餌 器 、 給水器 、 ヒータ ー 、サー モ スタッ ト やセン サ ー、
床 温 度 、換 気 の効率 的 な管理 。  
>> 最適なスタート：増体能力に応じて、7日齢体重が初生雛体重の少なくとも3～4
倍に達し、群の均一性を確保すること。  
>> 鶏の観察：鶏のニーズをよりよく理解し、それを満たす方法を把握する。 
>> 飼料管理：良質な原料、適切な栄養バラ ンス、良好な飼料形状 による摂取量の
最適化。  
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1. 育雛期間（STARTING PERIOD） 
>>  プレミアム雛は遺伝的特徴が異なるため、最初の1週間は特に注意が必要です。具体的には、一般的なブロイラ

ー雛と比較して、飼料と水の摂取量が少なく、成長速度が遅く、その結果、熱産生が少なく、1㎡あたりの密度も

（多くの場合）低くなります。 
>> 最初の1週間は将来の成績を保証するための重要な時期です。この期間に体重は初生雛体重の3～4倍に増加する

ため、給餌器、給水器、温度、換気を頻繁に調整する必要があります。良好な初期増体は骨格、生理機能、免疫の

発達に重要であり、群の均一性を確保するためにも不可欠です。したがって、この時期は細部に注意を払うことが

大切です。 
 

1.1. 初生雛の質 
>> 下記の表を用いて、初生雛の質を確認します（少なくとも30羽をサンプルとして確認）。 
>> 正確な初期体重と均一性を把握するため、代表的な数の雛を無作為に抽出して計量し、その結果に基づいて 
管理を調整します。 

 

項目 特徴 

目 乾いていて正常、輝きがある 

臍(図 1) 閉じていて正常 

クチバシ 正常で赤い斑点（図2）や奇形がない 

脚 温かく、指の変形・異常・赤みや腫れがない（図3） 

活動性(図 4) 雛を仰向けに置くと、3秒以内に起き上がる 

羽毛と外観 清潔で乾いている 

>> 良質な初生雛は、主に 活発に動き、ある程度の鳴き声、呼吸異常がないこと、そして臍が適切に締まっている 
こと によって判断されます。 

1.2. 環境要因（ENVIRONMENTAL PARAMETERS） 

>> 孵化したばかりの雛は、まだ自ら体温を完全に調節することができません。 

 鶏舎および床を十分に暖めておきましょう（付録 1 ～ 14 ページ参照）。初生雛にとっての最適温度帯は非常に

狭く 90～93°F（32.2～33.9℃） です。90°F 未満では雛は体温を維持できず、93°F を超えると雛は活動性が低

下し、飼料摂取量不足のリスクが高まります。 
 温度、湿度、風速を確認・記録するとともに、雛の行動（図 5）：鶏舎内での分布、鳴き声、姿勢、給餌・飲水

行動を観察してください。 

Good temperature Too cold Too hot Draught 
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図5 – 育雛区域における雛の分布の解釈 

図 1 –臍が適切に締まっていない  図2 –赤い斑点 図 3 –赤い飛節 図4 –活動性 
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 機器の調整は雛の行動観察に基づく 
 若い母鶏群からの雛は小さいため、初週は周囲温度を約 1 °C（2 °F）高めに設定 
 雛の脚が冷たい場合、周囲温度を少なくとも 4～6 時間、34～35 °C（93～95 °F）に上げる。脚の温度が正常に

戻るまで定期的に再評価し、その後に鶏舎温度を下げる。これらの温度では脱水のリスクが高いため、雛の状

態を毎時間確認 
 換気口温度は、雛を育雛区域から移動させずに、正確で定期的に校正されたデジタル温度計で確認する。目標

温度は 39～40 °C（103～105 °F） 

>>  推奨環境パラメータ :  
 

 

 
日齢  

温度(°F)  
相対湿

度(%) 

 
 

風速 
(m/s) 

最低換気(㎥/㎏ 生
体重/時間) ブルーダー使用 * 

鶏舎

全体暖

房 
ブルーダー 

直下 

周囲温度 
 

寒冷気候 
(<5度) 

温暖・ 
多湿気候 

0 37.8 30 32-34** 40-60  
0.091 ～ 
0.305 

1.0-1.2 1.5-2.0 

7 32.8 28 29-30 40-65 0.9-1.1 1.2-1.8 

14 30 27 27-29 50-65 0.8-1.0 1.2-1.5 

21 28.9 25*** 25-27*** 50-65 
0.305 ～
2.01 

0.8-1.0 1.2-1.5 

28  23-25 23-25 50-65 0.8-1.0 1.2-1.5 

35  21-22 21-22 50-70 
0.488 ～ 
2.99 

0.8-1.0 1.2-1.5 

> 42  19-21 19-21 50-70 0.8-1.0 1.2-1.5 

*  キャノピー型／従来型ブルーダーの場合、温度計の設置高さは敷料から 約10 cm、ブルーダーの端から 約30 cmとします。 
** 設置時の床温度は最低でも 29°Cである必要があります。 
*** 屋外に21日目からアクセスできる群では、天候条件に応じて室温を低めに設定することも可能です。 

 

1.3. 飼料と水（FEED AND WATER） 

>>  給餌・給水設備の推奨比率： 
 

設備の種類 設置比率 

 
水 

ラウンド 1/100 羽 

トユ 2.0㎝/1羽 

ニップル 1/10-15 羽 

飼料 パン 1/60-80 羽 

 
>> 孵化後6～12時間での給餌は、雛の消化器官の発達を促し、卵黄嚢の吸収を助けます。 

 雛が到着した時点で、床面の 40〜50％に給餌ポイント                       

（紙、卵トレー、パン型給餌器やトユ型給餌器）を配置し、                      

水源のそばに設置して、雛がすぐに清潔な水を見つけられる                      

ようにします。 
 敷紙の上に雛 1 羽あたり約 13〜27 g のクランブル飼料を置く                       

ことが推奨されます（図 6）。プレミアム雛は食欲が少ない                        

ため、設置時に 18〜27g 以上与えないよう注意します。                        

餌が古くなりやすく、食べにくくなるためです。 
 雛 1 羽あたり約 4.5 g の新しい飼料を、2 日目または 3 日目の                      

終わりまで 1 日 2 回追加します。敷紙が生分解性でない場合は、                      

3 日目または 4 日目に撤去します。 
  自動給餌器が敷紙撤去時に利用しにくい場合は、最初の 7〜10 日間、補助給餌器や卵トレー（雛 100 羽に 1

つ）を設置してください。 
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図6 – 入雛時の敷紙での給餌 
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 ヒナが給餌・給水に容易にアクセスできるよう、敷紙を撤去したり給餌器を交換した場合は、特に 3〜5日齢

と10〜14日齢 における食行動を注意深く観察することが非常に重要です。 
 2週齢以降は、ヒナが 1日1回給餌パンを空にできる ようにするが、1日1時間以上空にしないように注意しま

す。 
>> 水は非常に重要です。ヒナは日齢、温度、給水システムによって 摂食量の1.6〜2.5倍 の水を飲むこと
があります。プレミアムチキンの水分摂取量は通常のブロイラーより少ないため、設置時に清潔な水が提
供されるよう、給水システムの衛生管理を徹底する必要があります。また、水ラインは定期的に（自動で）
洗浄してください。 

 ベル型またはニップル型給水器の洗浄・補充は、初週は 1日に 

数回、成長後も定期的に行い、特に薬剤を水経由で投与した後は

注意が必要です。 
 初めの24〜72時間は、ベル型やトユ型給水器を使用する 

場合 補助給水器 を設置してください。 
 ニップル型給水器を使用する場合は、ヒナを設置する前または

入雛時にニップル先端に水滴を形成させ、ヒナを誘引します。給

水ライン全体の水圧は 低く一定 に保ってください。 

>> 入雛後 8時間以内に、少なくとも80％のヒナの素嚢が給餌・給水

で満たされている 必要があります（図7）。入雛後約 24時間で96％ 
まで達することが目標です。達していない場合は、給餌・給水の配
置、飼料品質、給水状況、育雛環境（温度、光の強さ、ヒナの品質

など）を再確認してください。 
 

1.4. 育雛期間の照明 

>>  推奨点灯プログラム : 
 

日齢 暗期の回数 暗期の時間* 照度* (FC) 

0 - 4 6 6回 30分 = 3時間 > 4.6 

5 1 4 3.70 

6 1 4 2.80 

* 暗期の許可時間、自然光の利用、および照度については、地域および生産スキームの規定を確認してください。 

 雛が入雛後数時間で側壁に寄り集まっている場合は、まず周囲温度を確認し、可能であれば雛の直腸

温度を測定します。直腸温度は39.5～40.6°Cが目安です。温度が正常であれば、雛が強すぎる光を避け

る傾向があるため、照度を0.9～1.5 FCに下げます。 
 短い暗期と長い明期を交互に設定すると、照明が再び点灯するたびに雛が餌や水を摂取するよう促され、特定

の場所（例：隅）で長時間寄り集まったり眠ったりすることを防げます。 
 4日間の分割照明後は、群れを同期させ、メラトニン生成を通じて生理発達を最適化するために「1回の暗期」

照明プログラムが必要です。 
 ダークアウトや半閉鎖鶏舎では、7～12日齢の間に照度を徐々に2.80～1.90 FCに減らします。 
 

2. 増体と発達（GROWTH AND DEVELOPMENT） 
>> 生後2週目以降、骨格、内臓、筋肉量のさらなる成長と発達が見られます。増体は定期的に、できれば少

なくとも7日ごとに測定し、品種および育成システムの目標値に沿っているか確認することが重要です。 
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図7 – 満タンで柔らかく、丸みを帯びた素嚢 
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2.1. 育成期間の照明（LIGHTING DURING THE GROWING PERIOD） 

>>  推奨点灯プログラム（付録2 -ページ1 5参照） : 
 

日齢 暗期時間* 照度 (FC)* 

> 7 最低 4時間、最大12時間 0.5-1.90 

* 暗期の許可時間、自然光へのアクセス、光強度については、地域の規制および生産スキームの規定を確認してください。 

 

 5日齢以降に照明プログラムを開始する場合、若い母鶏群由来の雛ではさらに1〜3日遅れることがあります。 
 最適な暗期時間は、最終体重、遺伝型、飼料形態・組成、ならびに農場の代謝問題への感受性に依存しま

す。 
 全品種において、増体速度にかかわらず、7～21日齢では暗期が特に重要で、雛がしっかりした骨格を作り、

強い脚を育むことに役立ちます。 
 鶏の自然な採食パターンは暗期前に食べて飲むため、毎日同じ時刻に照明を消すことが重要です。 
 長い暗期は日中の活動を増加させる一方で、皮膚の引っかき傷や裂傷などのリスクを高める可能性がありま

す。これらが懸念される場合、短い暗期を導入することも可能です。 
 照明は朝早く点灯し、日中の最も寒い時間帯にも鶏が活動できるようにします。 
 徐々に点灯・消灯する照明（夜明け～夕暮れシステム）の使用を推奨します。 
 側壁や屋根に窓がある場合、直射日光が鶏に当たらないように注意し、できれば開閉可能または遮光

できる窓を使用してください。 
 付録2では、品種タイプ、市場出荷日齢、現場観察に応じた照明プログラムの構築方法について詳しく説明し

ています。 

2.2. 増体管理（GROWTH MANAGEMENT） 
>> 鶏の増体速度は、遺伝型、季節、飼料特性、鶏舎システム、そして生産目標に依存するため、適切な日

齢で適正な体重に到達させるために増体率を管理する必要がある場合があります。増体管理は、栄養仕様、

飼料の与え方、飼料形状、環境温度、または照明制限によって行うことが可能ですが、鶏の自然な要求を損

なわないようにする必要があります。 

2.2.a. 栄養仕様（Nutrient specifications） 

>> 飼料の栄養密度を下げると成長に影響し、鶏は栄養摂取を維持するために採食量を増やそうとするため、

飼料要求率が上昇します。季節に応じて増体管理のために興味深い代替給餌戦略が考えられます。 
 冬期に飼料のエネルギー含量を増やすと、鶏が屋内フリーレンジや平飼いエリアにアクセスする際、低温に

よる維持エネルギー要求の増加を補うためにより多くのエネルギーを摂取することが可能です。そのため、
年間を通して同じ出荷日齢で体重目標を達成する場合、過剰なタンパク質摂取を避けるために飼料のタンパ
ク質含量を減らす必要がある場合があります。 

 夏期には、飼料摂取量が低下することを補うために飼料のタンパク質含量を増やすことが有効です。エネル
ギーは若干減らし、採食量を促すために脂肪を追加することも可能です。この場合、採食量の促進が重要で
あり、飼料の与え方や鶏が餌にアクセスしやすい条件（特に涼しい時間帯での給餌環境）に注意してくださ
い。 

>> 成長への季節的影響は、栄養だけでは完全に補償できないことに留意してください。熱い季節における
採食量や増体維持能力に対しては、風速管理や蒸発冷却の方が栄養よりも大きな影響を与えます。 

2.2.b. 飼料形状（Feed presentation） 
>>  14日齢からマッシュ飼料に切り替えることは、増体を抑制する一つの方法です。それでも、初期にはクランブ
ル飼料を使ってしっかりとスタートさせることが強く推奨されます。 
>> 粗粒が少ない細かいマッシュ飼料は、粗いマッシュよりも増体抑制効果が高いですが、均一性が低下する可能性
もあります。 
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2.2.c. 分割給餌（Meal feeding） 
>> 一部の国や生産方式では、鶏に自由給餌が求められます。分割給餌が許可されている場合、飼料の粒度

分離や給餌器内の粉塵の蓄積を防ぐ有効な手段となります。また、季節に関わらず目標体重を達成するのに

も役立ちます。ただし、品種の要求に沿った管理が必要です。 
 雛が給餌器の底まで簡単に届くようになったら（通常10〜14日齢以降）、給餌器を定期的に空にする手順を

実施できます。鶏は新しい飼料を与える前にほぼすべての飼料を食べさせ、給餌器内に細かい飼料がたまるの
を減らします。 

 短時間の給餌なし期間は増体に有益で、鶏はその日の後半に補うように給餌量を調整し、分割給餌に慣れさ
せることができます。 

 給餌なし期間は、実際の週間増体に応じて調整します。毎週、2回の給餌時間を評価し、翌週の設定を調整し
ます。 

 競争や神経過敏を防ぐため、給餌時間は1日6〜8時間以上とし、飼料設備を適切に増やし、給餌は必

ず同じ時間に行います。 

2.2.d. 温度（Temperature） 
>> 雛は14日齢までは体温を完全に調節できないため、環境温度は鶏の要求に応じて最適に設定する必要が

あります。 
>> 肥育期間全体をウインドレス鶏舎で管理する場合、14日齢以降は体温維持のために過剰採食しないよう、

やや高めの環境温度を維持することが可能です。 
>> この戦略は、鶏が（屋内）範囲飼育エリアにアクセスできる場合や、一定日齢（通常4〜6週齢）以降に

屋外に出る場合には適用できません。その場合は、ポップホール（出入り口）を開放する1週間前に外気温

に慣らす必要があります。 

2.2.e. 暗期の延長（Dark period extension） 
>> 低緯度（66度未満）の国では、増体管理の一環として、夏季は4日齢以降、冬季は8日齢以降に自然光の

みを利用することができます。育雛期の初期に長時間の暗期を設定する場合は、保温温度を適切に管理し、

雛が熱源から遠くに移動しすぎないよう注意することが重要です。 
>> 4〜5週齢以降の自然の夜の長さに近い長い暗期は、鶏が日長に応じて飼料摂取量を増やせるため、成長にはあ
まり影響しません。 

3. エンリッチメント（ENRICHMENTS） 
>> 多くの生産方式では、鶏が本来の行動（止まり木に止まる、ついばむ、採食、羽繕い、砂浴びなど）を

示すことを促すエンリッチメントへのアクセスを義務付けています。これらは鶏が環境を探索し、社会的圧

力から逃れることを助けます。屋内飼育で義務付けられたエンリッチメントは「屋内エンリッチメント」と

呼ばれます。屋外へのアクセスがあるシステムでは、主要鶏舎に屋内エンリッチメントを設置することが多

く、加えて屋外専用の特定エンリッチメントが求められる場合もあります。 
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図 8 – 非常に細かいマッシュ 図9 – 中 間 の マ ッ シ ュ  図10 – 粗 い マッ シ ュ  
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>>  プレミアムシステムにおける屋内エンリッチメントには、さまざまなカテゴリーがあります       
（写真は9ページ参照）： 

• 自然光（側壁や屋根の窓） 
• 屋内レンジ 
• 止まり木用設備（止まり木、プラットフォーム、わらの塊） 
• 遊び用具（わらの塊、ひも、ボール、ついばみ用ブロック） 
• 敷料上へのスクラッチグレインの散布 

 

 

 
 
 

 

 
>>  鶏のエンリッチメントに対する好みや、各種エンリッチメントの最適な提供方法についてはまだ多くの

ことが研究中です。すべての鶏種がエンリッチメントを利用する可能性がありますが、研究や実務経験から、

成長の遅い品種ほど止まり木や遊び活動への関心が高く、特に日齢が上がるにつれてその傾向が強くなるこ

とが示されています。 
>> ほとんどのプレミアム生産システムでは、屋内エンリッチメントは少なくとも生後7日以内には提供する
ことが求められます。 
>> 通常、複数種類のエンリッチメントを組み合わせて提供する必要があります。例として、止まり木やプ

ラットフォーム、わらの塊、ついばみ用ブロックや吊り下げられたひもなどのついばみ補助具の組み合わせ
です。必要なエンリッチメントの数量は生産システムの規定で確認しますが、以下は1,000羽あたりの最低

目安です： 
• 1個のわらの塊または同等の敷料ブロック 
• 止まり木約2 mまたはプラットフォーム止まり木約0.3 m² 
• 1個のついばみ補助具 
>> すべてのエンリッチメントにおいて、バイオセキュリティ上のリスク（特にわらの塊）や、固定式エン

リッチメント（プラットフォームなど）の洗浄のしやすさを考慮することが重要です。プラットフォームや

止まり木には鶏を傷つけるような鋭利な部分があってはいけません。 
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図 11 – 自然光 図12 – 屋 内 レ ン ジ («ウィンターガーデン

Wintergarden») 
図 13 –プ ラ ッ ト フ ォ ー ム  

図14 – 止 ま り 木  図 15 –藁の塊 図16 – つ い ばみ 用ブ ロ ッ ク  
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4. フリーレンジエリア（FREE RANGING AREA） 
>> 一部の国、例えばフランスやイギリスでは、Label Rougeや放し飼い（フリーレンジ）鶏生産が市場で大きなシ
ェアを占めており、屋外アクセスは非常に一般的です。 

>> こうした生産システムでは、放し飼い面積の最低基準は通常、鶏1羽あたり約1～4 m²ですが、これは生

産規格や国内外の規制の一部として定められており、遵守する必要があります。 

>> 放し飼いは野生動物や野鳥との接触リスクを高めます。そのため、ほとんどの規格に従い、鶏舎外に飼

料や水を設置しないことが推奨されます。 

>> 鶏舎前の良好な排水は、足裏の病変や不衛生な自然飲水地点のリスクを低減します。健康管理計画には、

内部および外部寄生虫のモニタリングプログラムが含まれるべきです。例えば、駆虫プログラムは一般的に

必要です。 

>> 放し飼い場の効果的な利用は主にその設計に依存します。鶏が外で安心して移動できるようにすることが重要で
す。主なポイントは以下の通りです： 
• ポップホール前は風から十分に保護され、日光からもある程度遮蔽されていること 
• 鶏舎に対して垂直に配置された小さな木や低木は、猛禽類などの捕食鳥や直射日光から鶏を守るためのシェルタ
ーとなります 
• 木は放し飼い面積の30～40％を覆うことができ、木同士の間隔は約15～20 mが適切です。これより密に配置する
と草の成長が阻害される可能性があります 
• 植生が十分に成長していない場合や既存の植生を補完するために、人工のシェルターで日陰を提供することも可
能です 

>> フランスの複数の公共・民間組織が連携して、鶏の放し飼いの最適な設計、生物多様性の向上、農家の
追加収入確保に関して幅広く研究を行っています。関連情報は以下のウェブサイトで確認できます： 
https://parcoursvolailles.fr/ 
 

5. 換気（VENTILATION） 
>>  換気管理は2つの目的を満たす必要があります： 
• 鶏の日齢に応じて、鶏舎内の環境パラメータを定められた範囲内に維持すること 
• 鶏舎内のどの場所に鶏がいても、新鮮な空気が全ての鶏に均等に行き渡るようにすること 
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図17 –理想的な放し飼いエリア設計の例 
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>> 鶏舎内の環境パラメータの推奨範囲と、それを維持するために必要な換気量は以下の通りです       

（単位換算は後で調整可能です）： 
 

パラメータ 推奨範囲 
必要換気量(㎥/㎏/時間) 最適レベルや必要換気量に影響する要因 

温度 33.9～17.8℃ 6.01 ～ 0.8 年齢、羽毛の被覆 

湿度 40 to 70 % 0.8 ～ 2以上まで 屋内外の気象条件 

風速 0.3 to 11.5 ft/s 0.8～6.01 日齢、羽毛の被覆、温度 

アンモニア(NH3) < 15 ppm 0.8～4.0 
新敷料かどうか、敷料の湿度・処理・温度 

酸素 > 19.5 % 0.1  常に制限要因にはならない 

一酸化炭素 < 50 ppm 1.0 直火式ヒーターの管理 

二酸化炭素 < 3 000 ppm (EU) 0.7～1.0 
 直火式ヒーター、断熱不良、低外気温 

 

粒子  未定義 低湿度、敷料材、鶏の活動 

>> いくつかの環境パラメータは相互に依存しているため、1つを変更すると他の要素にも影響します。良い例は、

温度、湿度、風速が鶏が感じる実際の温度に与える影響です。最初の3週間では、風速が1.0 ft/s を超えて

0.0914m/秒 増えるごとに、鶏が感じる温度は約0.42〜0.56°C低下します。また、開始時の非常に低い湿度は、雛

が感じる温度を約1.7〜2.8°C低下させます。 
>> 外気温が低いときに鶏のレベルでの風の通りを防ぐには、鶏舎内に十分な負圧を作り、天井下から高速で新鮮

な空気を導入する必要があります。これにより、冷たい外気が鶏に届く前に暖かい空気と混合されます。 
>> 一方、温度が高すぎる場合は、新鮮な空気を直接鶏に向ける方が冷却効率が高くなります。6週齢以降、温度が

約34〜35°Cを超える場合は、風速に加えて蒸発冷却も推奨されます。中間増体のプレミアム鶏は、高温に対して

飼料摂取量を減らすことで対処する傾向があります。これにより重度の熱ストレスや死亡を防げますが、増体に影

響する可能性があります。夏期の適切な換気は、飼料摂取と成長を促進するのに役立ちます。 
>> 屋内レンジやフリーレンジシステムを使用する場合、鶏はポップホールを通じて出入りできる必要があります。

ハウスが陰圧で管理されている場合、ポップホールが開くと、メインハウス内の空気循環が乱れる可能性がありま

す。そのため、ポップホールを開く場合は、インレットを開いて静圧を下げ、高速で空気がポップホールを通過す

るのを防ぐことが推奨されます。 
>> 換気管理は、手動調整よりも、24時間体制で換気をより正確に制御できるコントローラーやセンサーに依存す

る傾向が強まっています。ただし、これらは適切に設定され、定期的に校正されている必要があります。温度セン

サーは鶏が感じる環境を反映するように設置し、入雛開始時は床付近に置き、その後徐々に高くして、センサー周

辺の鶏の存在や動きによって測定値が影響を受けないようにします。 
>> データロガーや診断ツール（スモークテスター、風速計など）は、各状況での換気の仕組みを理解し、適切な

対策を見つけるために有用です。 
 

6. 給餌（FEEDING） 
>> 飼料摂取量は増体速度を決定します。飼育される品種の特性や市場の要求に応じて、飼料摂取を促進し

たり制限したりすることは、鶏の自然な要求を損なうことなく、最適なパフォーマンスを達成するための有

効な手段となります。鶏の栄養摂取がバランスよく行われるように管理し、空腹や栄養不良の問題が生じな

いようにすることが重要です。 

 
6.1. 飼料形状（FEED PRESENTATION） 

>> 飼料摂取量は、鶏に提供されるクランブル、ペレット（硬さや耐久性）、またはマッシュ飼料（粒の大きさや均
一性）の物理的品質と直接関係しています。最大限の飼料摂取を促すためには、以下を確実に行う必要がありま
す： 

 鶏が食べやすく、飲み込みやすい物理的サイズに適した、一貫した物理的品質の飼料を提供すること。これによ
り、給餌時間と消費エネルギーも削減されます。 

 スターター飼料は、ふるいにかけたクランブルやミニペレットで与え、その後は適切な物理サイズのクランブルや
ペレットを出荷まで提供することで、増体と飼料要求率が改善されます。 
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 粒の細かい飼料が多い場合、鶏の飼料摂取量に悪影響を与えます。雛は本能的に、大きくて嗜好性の高

い粒を選んで口にします。細かい粒には添加物、ビタミン、微量ミネラルが多く含まれるため、これを

十分に摂取できないと栄養のバランスが崩れるリスクが高まります。 
 クランブルからペレットへの切り替えは、飼料摂取量に影響が出ないよう慎重に管理する必要がありま

す。ペレットが雛の日齢やくちばしのサイズに対して大きすぎると、無駄が生じる可能性があります。 
 ペレットやマッシュ飼料の品質は、Hubbard社飼料ふるい（図18）を使って評価できます。 

 

 

 
>>  最適な飼料粒子分布（日齢別・飼料形状別）をまとめると以下の通りです： 

 

日齢 
飼料形状 

粒径 Ø 

< 0.5 mm + 2 mm 

 
0 - 10 

ふるいにかけたク

ランブル 
=< 10 % =< 30 % 

マッシュ =< 25 % =< 20 % 

ミニペレット 1.8-2 mm Ø and 4 mm long 

 
11 - 25 

クランブル =< 5 % =< 50 % 

マッシュ =< 20 % =< 30 % 

ペレット 2.8-3.0 mm Ø and 5.0-6.0 mm long 

> 26 マッシュ =< 15 % =< 40 % 

26 - 42 ペレット 3.0-3.5 mm Ø and 6.0-7.0 mm long 

> 42 ペレット 3.2-4.0 mm Ø and 7.0-8.0 mm long 

 

 

 
6.2. 休薬期間（WITHDRAWAL PERIOD） 

>> 最後の飼料添加薬投与から出荷までの間に十分な期間を確保することが重要です。これにより、処理時

の屠体に薬剤残留がないことが保証されます。 
>>  必要な休薬期間は、現地の法規制や製品供給者の指示を参照してください。 
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図18 – Hubbard社飼料ふるい 

図 19 – スタータークランブル 図20 – 良 質 な ペ レ ッ ト  図21 – 粗い マ ッ シュ  
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6.3. 全粒飼料の補助給餌（SUPPLEMENTAL WHOLE GRAIN FEEDING） 
>> ペレット飼料に全粒飼料を追加する場合、配合飼料の配合時に全粒飼料による希釈効果を          
考慮し、推奨される栄養摂取量を維持するようにしてください。 
>> 小麦などの全粒飼料の追加は、7〜10日齢頃から開始できます。初期は1〜5％の配合率で開始し、その

後育成期で最大10％、仕上期で最大30％まで増やします。大型鶏の場合は最大40％まで増やすことも可能

です。使用可能な配合率は、飼料の組成によって異なります。 
>> 処理直前の捕鳥2日前には、屠体汚染を避けるため全粒飼料を撤去してください。 
>> 全粒飼料の使用は、必要に応じてサルモネラ対策の酸処理や加熱処理など、動物由来感染症予防に関する現地規
制に準拠して行うことを確認してください。 

 
6.4. 抗生物質の代替（ALTERNATIVES TO ANTIBIOTICS） 

>> 腸内環境は、鶏の成長性能や福祉に根本的な影響を及ぼします。腸内環境は飼料の消化、栄養素の吸収、

タンパク質・エネルギーの利用効率、免疫力や疾病抵抗性、代謝、そして生理機能に関わるためです。鶏が

健康を維持し、成長および飼料効率の最大潜在能力を発揮するためには、早期から免疫の確立と腸管の健全

性を重視する必要があります。 

>> 重要なポイントは以下の通りです： 
• 消化性の高い原料を使用すること 
• 「自然由来」の飼料添加物（酵素、プレバイオティクス、プロバイオティクス、                
ハーブ、スパイス、精油、酸化防止剤など）の適切な使用 
• 飼料に適量の繊維を含めること（例：オート麦の殻 2〜3％） 
• 常に飲水の水質をモニタリング・維持するプログラムを実施すること。                  
フリーレンジへのアクセスや一般ブロイラーより低密度飼育でも、清潔で                  
管理された主要な水源は腸内健康を維持する上で重要です。                        
詳細はHubbard Technical Bulletin「Water Quality for Breeders and Broilers」（図22）を参照してください。 

>> これらの手法により、腸内微生物群の構成が変化し、有害菌の定着を抑制し、より有益な菌種の

活動や成長を促進することができます。 
 

6.5. 処理前の断餌（FEED WITHDRAWAL BEFORE PROCESSING） 
>> 地域の規制により、処理時に糞便や飼料残留による屠体汚染を防ぐため、最低でも8時間の断餌が必要です。 
>> 水は捕鳥時まで提供可能とします。 
>> 鶏が敷料に落ちた飼料を食べないよう、照明は暗くすることが望ましいです。 
>> 捕鳥作業中の怪我のリスクや作業者の安全を考慮して、捕鳥前に鶏舎内のエンリッチメントを撤去する

必要がある場合があります。 
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図22 – Hubbard Technical Bulletin  
www.hubbardbreeders.comで利用可能 
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付録1. トラブルシューティング（TROUBLESHOOTING） 
 

 
 

初週の生存率 
< 99 % 

 

 
増体後期の高い

減耗率 
 

 
初週の増体不良 

 
 
 

 
後期の増体不良 

 
 
 
 
 

均一性の低下 
 
 
 
 
 

飼料効率の悪化 
 

 
脚の問題 

羽毛不良 

 
 
 

敷料の不良 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
屠体品質の問題 
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ヒナ質 
餌付け不良    
脱水 

環境 

疾病 

代謝性疾患 

感染症 

ヒナ質 

環境      

栄養      

水摂取 

疾病   

環境   

栄養   

水摂取  

疾病   
入雛時の雛の均一性

収容密度 

飼料摂取 

水摂取  

環境   

疾病   

増体不良 
飼料消化不良  

飼料摂取不良 

飼料浪費   

栄養 
過剰な初期増体    

環境      

栄養 

 
環境 

 

 
栄養 

疾病 
 

ムネの水疱 
 

膿疱   

皮膚裂傷 

骨折 

脂肪過多 
 
 

引っかき傷 

孵化場に確認 

飼料利用と品質・照明確認       

水の利用・品質と照明確認        

鶏舎環境パラメータ確認 
斃死ヒナの解剖/獣医に相談 

鶏舎の環境条件、照明プログラム（増体管理）、飼料の品質を確認 
斃死ヒナの解剖/獣医に相談 

孵化場に確認 

鶏舎の環境条件、照明プログラム（日長時間）を確認 

プレスターター飼料の有無・品質を確認 

水の有無・品質、給水器／ニップルの調整、給水鳥数、アクセスを確認            
                                      
斃死ヒナの解剖/獣医に相談 

換気設定を確認 

飼料の有無・品質を確認 

水の有無・品質、ニップル流量を確認 

斃死ヒナの解剖/獣医に相談      

孵化場に確認 

密度が高すぎないか確認    

給餌器のアクセスと飼料の品質を確認      

給水器のスペースと水の品質を確認  

鶏舎の環境条件を確認     

獣医に相談 

増体不良の項目を参照 

腸の病変確認のための解剖      

飼料の品質、形状、給餌器を確認 

飼料中のカルシウム、リン、ビタミンD3、塩素濃度を確認 
照明プログラムや飼料制限で増体を調整   

鶏舎温度が高すぎないか確認 

飼料中のメチオニン・システイン含量を確認 
代替敷料を使用 
密度が高すぎないか確認 
換気が十分かつ均一か確認 

水のこぼれを確認 
飼料中のタンパク質が過剰でないか確認    

飼料中の塩分が過剰でないか確認   

感染症に関して獣医に相談 

後期の敷料品質を確認    

初期の床材の品質を確認   

早期増体を抑制 

 
取り扱いや管理手順を確認 

 
飼料の栄養バランスを確認 

鶏舎温度が高すぎないか確認      

照度を下げる 

飼料・水へのアクセスを確認 

飼育担当者の行動（歩行速度）を確認 

観察事項 原因 是正措置 
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付録2. 点灯プログラム設計の手引き 

>> 点灯プログラムは、一般ブロイラーにおいて健康・福祉の向上や飼料要求率の改善に非常に効果的であ

ることが実証されています。 

>> 点灯プログラムは、増体が遅い・中間タイプの鶏においても健康や福祉を最大化する重要な役割を果た

すため、使用される生産システムや品種に応じて最適化する必要があります。 

>> 一般的な1日1回の明暗期の昼夜プログラムは、肥育期間中に以下の3つの段階に分けられます： 

 育雛期：初生雛から7日目まで。鶏の採食量を刺激するため、許可されている場合は断続的な照明プロ

グラムを5日間実施し、次の週に備えて2日間は4時間の暗期を設けます。 

 増体期：7日目から21〜35日目まで。より長い暗期を設定することが可能で、鶏舎や季節条件によって

は暗期を最大12時間にすることもできます。 

 維持期：21〜35日目以降。暗期は性成熟、行動、成長に影響を与える可能性があり、鶏が自然な生物リ

ズムに従うように管理します。 

>> 同じ品種の過去の群を同じ農場で育成した経験がある場合、その経験は新しい群に最も適した照明プロ

グラムを選択し、微調整する際に非常に役立ちます。 
>> 鶏は暗期が長い場合、光が消える前に採食・飲水量が増える傾向があるため、毎日同じ時刻に照明を消

すことが推奨されます。地域の規制によっては、夜明け・夕暮れの徐光を使用することが求められる場合が

ありますが、これは群を落ち着かせ、ストレスや怪我のリスクを減らす効果があります。 

>> 夏季や高温の国では、増体期の照明期間を短めに設定することで、高温が増体速度に与える影響を考慮

することができます。最終の維持期では、非常に高温のために採食量が低下する場合、許可されていれば暗

期の途中に1時間程度の補助光を入れることで、鶏の採食を促すことができます。 

>> 下表は、異なる品種および育成期間における点灯プログラムの一例を示しています。地域または生産ス

キームの規定で異なる点灯プログラムが求められる場合は、それを必ず遵守してください。最適なプログラ

ムの策定には、ハバードのテクニカルマネージャーに相談してください。 
 

点灯時間 
(自然光・人口光)* 

プレミアム種鶏メス 
JA57 - JA57Ki - P6N - REDBRO MINI - JA87 - REDBRO 

スローグロース
オス 
S77 
I66 
S77
N 

G66
N 

S88 
RIR 

出荷日

齢 (d) 

週齢 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

56  
23 / 

cyclic 

18-20  

70 18-20  

84 18-20 

中間増体オス 

COLORYIELD 
REDBRO 

REDBRO NACKED 
NECK MASTER 

GREY TRICOLOR 
GREY BARRED 

NEW 
HAMPSHIRE 

出荷日

齢 (d) 

週齢 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

56  
23 / 

cyclic 

14-16 16 18 18-20  

70 12-16 16 18 18-20  

84 12-14 14 16 18 18-20 

 
一般ブロイラーオス 

M77 
M99 

出荷日

齢 (d) 

週齢 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

49  
23 / 

cyclic 

16-18 18 18-20   

56 14-18 16-18 18 18-20   

70 12-16 14-16 16 18 18-20  

* 自然光は推奨点灯時間を超える場合があります。 
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